
 

 

 

 

 

さ い た ま 市 教 育 委 員 会 会 議 

 

（定  例  会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月２２日 開催 

 



 

教 育 委 員 会 会 議 

 

日時  令和６年８月２２日（木） 
午後２時００分 

場所  教育研究所５階研修ホール 

＜ 次  第 ＞ 

 

１ 開  会 

 

２ 教育長の報告 

 

３ 議  事 

 

４ 閉  会 

 

報告第６号 令和５年度さいたま市一般会計歳入歳出決算（教育費）について  

議案第５９号 さいたま市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

 

議案第６０号 さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則の制定

について 

 

議案第６１号 さいたま市立高等学校通則の一部を改正する規則の制定について  

議案第６２号 さいたま市立中等教育学校管理規則の一部を改正する規則の制定

について 

 

議案第６３号 令和７年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について  

議案第６５号 さいたま市いじめのない学校づくり推進委員会調査専門員の委嘱

について 

【非公開案件】

議案第６６号 令和７年度使用さいたま市立各高等学校・中等教育学校（後期課

程） 用教科用図書の採択について 

 



議案第５９号 
 
   さいたま市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 
 
 さいたま市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。 
 
  令和６年８月２２日提出 
 

                             さいたま市教育委員会  

                                 教育長 竹居 秀子  

 



 

 

別紙 

   さいたま市教育委員会さいたま市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則 

 さいたま市教育委員会さいたま市立小・中学校管理規則（平成１３年さいたま市教

育委員会規則第１４号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

第３条 学校における休業日は、次のとおりとす

る。 

第３条 学校における休業日は、次のとおりとす

る。 

(1)～(9) 〔略〕 (1)～(9) 〔略〕 

２ 校長は、前項第６号、第７号又は第９号の規定

により休業日を定めるときは、あらかじめ委員会

と協議しなければならない。 

２ 校長は、前項第６号、第７号又は第９号の規定

により休業日を定めるときは、あらかじめ委員会

と協議し、休業日を除く日(以下「授業日」とい

う。)が、原則として２０５日以上になるように

定めなければならない。 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

 (1) 前項の規定により、授業日を確保するために

必要があるとき。 

(1) 特定の期間に授業を行うことにより、効果的

な教育を実施することができるとき。 

(2) 特定の期間に授業を行うことにより、効果的

な教育を実施することができるとき。 

(2) 前号に掲げるもののほか、特に必要があると

き。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、特に必要がある

とき。 

  

別記様式を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別記様式(第9条関係) 
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附 則 

 （施行期日） 

１ この規則中第３条の改正は令和７年４月１日から、別記様式の改正は公布の日か

ら施行する。 

 



さいたま市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 

 

１ 提案理由 

市立小・中学校では、年間の授業日数を２０５日以上とし、学校の教育活

動に余裕をもたせることで、児童生徒の豊かな学校生活を実現してきました

が、学習指導要領の改訂、児童生徒１人１台端末の整備、学校における働き

方改革の推進等の教育環境の大きな変化を受けて、今後は、標準授業時数を

超える「余剰時数」に頼らず、各学校が「カリキュラム・マネジメント」を

充実することにより教育活動の質の向上を目指す必要があることから、さい

たま市立小・中学校管理規則の所要の改正を行うものです。 

 

２ 改正の概要 

・規定の整備（第３条 第２項) 

      （第３条 第３項 各号） 

・別記様式の改正（第９条関係） 

 

（施行期日） 

・規程の整備   令和７年４月１日 

・別記様式の改正 公布の日 



議案第６０号 
 
   さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 
 
 さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。 
 
  令和６年８月２２日提出 
 

                             さいたま市教育委員会  

                                 教育長 竹居 秀子  

 



 

 

別紙 

   さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則 

 さいたま市立特別支援学校管理規則（平成１３年さいたま市教育委員会規則第２１

号）の一部を次のように改正する。 

別記様式を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別記様式(第4条関係) 
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この規則は、公布の日から施行する。 



提案理由 
 

卒業証書における押印見直しに伴い、さいたま市立特別支援学校管理規則の

改正を行うものです。 

 なお、施行期日は、公布の日です。 



議案第６１号 
 
   さいたま市高等学校通則の一部を改正する規則の制定について 
 
 さいたま市高等学校通則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。 
 
  令和６年８月２２日提出 
 

                             さいたま市教育委員会  

                                 教育長 竹居 秀子  

 



 

 

別紙 

   さいたま市立高等学校通則の一部を改正する規則 

 さいたま市立高等学校通則（平成１３年さいたま市教育委員会規則第１９号）の一

部を次のように改正する。 

様式第１号を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

様式第 1 号(第 11 条関係) 
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この規則は、公布の日から施行する。 



提案理由 
 

卒業証書における押印見直しに伴い、さいたま市立高等学校通則の改正を行

うものです。 

 なお、施行期日は、公布の日です。 



議案第６２号 
 
   さいたま市さいたま市立中等教育学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 
 
 さいたま市立中等教育学校管理規則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。 
 
  令和６年８月２２日提出 
 

                             さいたま市教育委員会  

                                 教育長 竹居 秀子  

 



 

 

別紙 

   さいたま市立中等教育学校管理規則の一部を改正する規則 

 さいたま市立中等教育学校管理規則（平成３１年さいたま市教育委員会規則第２５

号）の一部を次のように改正する。 

様式第１号を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

様式第１号（第２１条関係） 
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この規則は、公布の日から施行する。 



提案理由 
 

卒業証書における押印見直しに伴い、さいたま市立中等教育学校管理規則の

改正を行うものです。 

 なお、施行期日は、公布の日です。 



議案第６３号 
 

令和７年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について 
 

令和７年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について、別紙のとおり定める。 
 
  令和６年８月２２日提出 

  
                    さいたま市教育委員会  

                    教育長 竹居 秀子  
 
 
 



 

提案理由 
 
令和７年度当初さいたま市立学校教職員人事異動を適切に行うため、その

方針を定めるものです。 

また、人事の権限は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第二十

一条第三号により、さいたま市教育委員会が有するため、議案として提案し

ます。 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務

で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。 

三 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員

の任免その他の人事に関すること。 
 
  
 
 
 
 
                



 

【案】 

令和７年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針  
 
 
 「第２期さいたま市教育振興基本計画」の具現化を目指し、児童

生徒が生き生きと学校生活を送り、学校教育に対する市民の期待に

応えるため、次の方針に基づき人事異動を行うものとする。  
 
 
１ 各学校の気風を刷新し、学校経営方針を踏まえた教職員組織の

充実と活性化を図るため、適材を適時に適所に配置する。 

 
２ 学校間の教職員組織の均衡化に努め、教育の機会均等を図るた

め、全市的な視野から積極的に異動を行う。  
 
３ 各学校の教職員構成の適正化に配慮し、年齢・職務経験等を考

慮して長期的展望をもって計画的に異動を行う。  
 
４ 小・中・高等・中等教育・特別支援学校の特色を相互に理解し、

専門性や系統性を踏まえた教育の充実を図ることで、１２年間の

学びの連続性を強化するため、積極的に校種間の人事異動を推進

する。  
 
５ 本市立学校教職員の資質向上を図るため、国立大学法人埼玉大

学附属学校、国立大学法人東京学芸大学附属学校並びに川口市立

及び川越市立高等学校との人事交流、埼玉県内の市町村立学校及

び県立学校との人事異動を実施する。  
 
６ 自然体験活動の充実を図るため、適材を舘岩少年自然の家に配

置する。  
 



議案第６６号 
 
   令和７年度使用さいたま市立各高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書の採択

について 
 

令和７年度使用さいたま市立各高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書について、

別紙のとおり採択する。 
 
  令和６年８月２２日提出 
 

                             さいたま市教育委員会  

                                 教育長 竹居 秀子  

 



提案理由 
 

さいたま市立各高等学校・中等教育学校（後期課程）において令和７年度に

使用する教科書につきまして、各校長から選定方針、一覧表及び選定理由書等

が提出されました。 

採択については義務教育である小・中学校と異なり、毎年度学校ごとに行い

ます。 

また、採択の権限は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第二十一

条第六号により、さいたま市教育委員会が有するため、議案として提案するも

のです。 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務

で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。 

  六 教科書その他教材の取扱いに関すること。 

 


